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日
野
原
重
明
医
師
が
行
っ
た 

出
前
授
業
へ
の
小
学
生
か
ら
の 

感
想
文
で
す
。
～
「
今
の
大
人 

は
、
や
ら
れ
た
ら
や
り
返
す
の 

で
、
そ
の
結
果
、
戦
争
に
な
っ 

て
し
ま
う
。
や
ら
れ
た
ら
や
り 

返
す
の
で
は
な
く
、
受
身
に
な 

り
、
今
度
か
ら
は
や
る
な
よ
、 

と
言
え
ば
戦
争
は
次
第
に
な
く 

な
る
だ
ろ
う
。
で
も
今
の
大
人 

は
そ
れ
が
で
き
な
い
か
ら
、
ぼ 

く
た
ち
が
そ
の
受
身
を
で
き
る 

よ
う
に
な
り
、
戦
争
を
な
く
し 

て
、
飢
え
死
に
す
る
人
に
食
べ 

物
や
お
金
を
分
け
て
あ
げ
な
け 

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が 

分
か
っ
た
」
～
『
い
の
ち
の
叫 

び
』
藤
原
書
店
▼
右
に
付
け
加 

え
る
べ
き
言
葉
は
一
文
字
も
あ 

り
ま
せ
ん
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
受 

身
で
す
ね
。
受
身
と
い
う
言
葉 

を
こ
れ
ほ
ど
能
動
的
に
使
っ
て 

い
る
例
を
ぼ
く
は
知
り
ま
せ
ん 

▼
６
５
年
生
き
て
き
て
、
い
ち 

ば
ん
難
し
い
と
思
う
の
は
、
他 

者
か
ら
指
摘
さ
れ
た
自
分
の
過 

ち
を
そ
れ
と
認
め
る
こ
と
、
そ 

し
て
そ
れ
を
改
め
る
こ
と
。
他 

者
が
自
分
よ
り
年
若
い
人
だ
と
、 

そ
れ
は
い
っ
そ
う
難
し
く
な
り 

ま
す
。
だ
か
ら
そ
れ
が
で
き
る 

人
は
、
自
分
の
こ
と
を
棚
に
上 

げ
て
、
ほ
ん
と
う
に
す
ご
い
と 

思
う
▼
「
人
誰
か
過
ち
無
か
ら 

ん
、
過
ち
て
能(

よ)

く
改
む
る
、 

善
、
焉(

こ
れ)

よ
り
大
な
る
は 

莫(

な)

し
」
～
左
氏
伝
。
今
、 

最
大
の
「
善
」
と
は
戦
争
を
止 

め
る
こ
と
で
す
。 

 
 

（
Ｍ
） 

◆
７
・
７
東
京
都
知
事
選
挙 

 

の
結
果 

 

小
池
百
合
子
２
９
２
万
票
、

石
丸
伸
二
１
６
６
万
票
、
蓮
舫

１
２
８
万
票
。
石
丸
氏
に
具
体

的
な
政
策
は
な
く
、
た
だ
既
成

政
治
に
対
す
る
不
信
や
絶
望
を

示
し
た
だ
け
。
演
説
に
は
全
く

内
容
が
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た

冷
笑
主
義
（
冷
笑
に
よ
る
抵

抗
）
が
却
っ
て
既
成
政
党
に
不

満
を
持
つ
無
党
派
層
や
い
わ
ゆ

る
Ｚ
世
代
か
ら
票
を
集
め
る
結

果
と
な
っ
た
。
２
４
０
カ
所
の

街
頭
演
説
や
有
料
拡
散
の
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
を
使
う
な
ど
、
そ
の

運
動
も
特
異
だ
っ
た
。 

 

蓮
舫
さ
ん
の
演
説
は
と
て
も

良
か
っ
た
。
ど
れ
も
時
間
に
し

て
15
分
ほ
ど
。
し
か
し
Ｚ
世
代

 

８
月
13
日
（
火
）
、
浜
松
市
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
で
「
平
和
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、
戦
争
さ
せ

な
い
・
９
条
壊
す
な
総
が
か
り
行
動
運
営
委
員
の
高
田
健
さ
ん
が
「
戦
争
の
で
き
る
国
か
ら
戦
争
す
る
国

へ
～
岸
田
改
憲
を
阻
止
し
よ
う
！
」
と
熱
く
語
り
ま
し
た
。
約
70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
演
後
、
浜

松
駅
ま
で
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
し
、
駅
頭
で
は
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
平
和
を
訴
え
ま
し
た
。 

の
若
者
は
15
分
も
話
を
聞
い
て

い
ら
れ
な
か
っ
た
。
ど
う
す
れ

ば
若
者
に
も
届
く
の
か
、
今
後

の
課
題
だ
。
蓮
舫
さ
ん
へ
の
女

性
差
別
や
人
種
差
別
も
多
く
の

中
間
層
を
反
蓮
舫
に
持
っ
て

い
っ
た
。
連
合
や
メ
デ
ィ
ア
ま

で
も
が
呼
応
し
て
繰
り
広
げ
た

市
民
と
野
党
共
闘
へ
の
破
壊
攻

撃
に
も
思
う
よ
う
に
は
反
撃
で

き
な
か
っ
た
。
立
憲
と
の
共
同

を
壊
さ
ず
ど
う
軌
道
修
正
し
前

進
し
て
い
く
か
。 

 

◆
「
戦
争
の
で
き
る
国
」
か
ら 

 

「
戦
争
す
る
国
」
へ 

◇
２
０
１
５
年
、
安
倍
政
権
、

集
団
的
自
衛
権
を
認
め
、
戦
争

の
で
き
る
国
へ
。 

◇
２
０
２
２
年
、
岸
田
政
権
、

安
保
３
文
書
を
決
定
、
敵
基
地

攻
撃
能
力
を
保
有
し
、
軍
事
費

を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
２
％
へ
倍
増
、
戦

争
す
る
国
へ
。 

◇
２
０
２
４
年
、
岸
田
政
権
、

日
米
首
脳
会
談
で
「
不
滅
の
日

米
同
盟
を
確
認
し
、
日
米
が
先

頭
に
立
っ
て
国
際
秩
序
を
リ
ー

ド
す
る
」
と
宣
言
。
歴
代
政
府

は
曲
が
り
な
り
に
も
専
守
防
衛

 

を
国
是
化
す
る
こ
と
で
憲
法
と

の
決
定
的
対
立
を
回
避
し
て
き

た
が
、
安
倍
政
権
以
降
の
欧
米

各
国
と
の
軍
事
協
力
体
制
と
自

衛
隊
の
軍
備
拡
張
の
実
態
は
、

も
は
や
違
憲
実
態
を
覆
い
隠
し

よ
う
も
な
い
。
軍
事
大
国
の
実

態
を
作
っ
た
上
で
憲
法
を
そ
れ

に
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

立
憲
主
義
の
転
倒
で
あ
る
。 

 

◆
展
望 

 

平
和
を
実
現
す
る
上
で
最
も

現
実
的
で
有
効
な
選
択
は
、
覇

権
主
義
や
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
反
対

し
、
平
和
主
義
に
則
っ
た
外
交

と
、
名
実
と
も
に
専
守
防
衛
を

保
障
す
る
こ
と
で
ア
ジ
ア
諸

国
へ
の
安
心
供
与
を
実
行

し
、
緊
張
緩
和
に
努
め
る
こ

と
。 

 

日
中
関
係
重
要
４
文
書
の

一
つ
「
日
中
平
和
友
好
条

約
」
の
第
２
条
に
も
「
…
い

ず
れ
の
地
域
に
お
い
て
も
覇

権
を
求
め
る
べ
き
で
は
な

く
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
覇

権
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
他

の
い
か
な
る
…
試
み
に
も
反

対
す
る
…
」
と
あ
る
。 

要求で職場･地域とつながろう 

憲法改悪を許すな・平和守ろう 

強く大きな地区労連を! 

日時 ：１０ 月２６日 (土) 
    １３：３０～１５：３０              

場所 ：労働会館３Ｆ 

高田健さん 

 浜松駅までピースウォーク 

 



２０２４年８月２３日（２） 西部地区労連ニュース 第３２０号 

 (

例)

に
な
ら
っ
て
漢
字
の
部
首
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。
解
答
は
次
号
で
。 

（
例
）
手
・
少
・
木
・
日
・
民 

＋
（ 

目 

）
→
（ 

看 

・ 

省 

・ 

相 

・ 

冒 

・ 

眠 

） 

（
１
）
土
・
文
・
圭
・
身
・
道 

＋
（ 

寸 

）
→
（ 

寺 

・ 

対 

・ 

封 

・ 

射 

・ 

導 

） 

（
２
）
京
・
者
・
音
・
免
・
斬 

＋
（ 

日 

）
→
（ 

景 

・ 

暑 

・ 

暗 

・ 

晩 

・ 

暫 

） 

（
３
）
又
・
口
・
己
・
亡
・
禾 

＋
（ 

女 

）
→
（ 

奴 

・ 

如 

・ 

妃 

・ 

妄 

・ 

委 

） 

 

※
前
号
の
解
答
（
１
）
林
・
加
・
且
・
利
・
安 

＋
（ 

木 

）
→
（ 

森
・
架
・
査
・
梨
・
案 

） 

 

※
前
号
の
解
答
（
２
）
工
・
亡
・
文
・
見
・
亦 

＋
（ 

虫 

）
→
（ 

虹
・
虻
・
蚊
・
蜆
・
蛮 

） 

 

※
前
号
の
解
答
（
３
）
今
・
分
・
加
・
工
・
次 

＋
（ 

貝 

）
→
（ 

貪
・
貧
・
賀
・
貢
・
資 

） 

 

死
の
街
に
変
え
る
砲
弾
今
も
飛
ぶ 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
パ
レ
ス
チ
ナ
で
は
避
難
地
や
キ
ャ
ン
プ
に
さ
え
砲

弾
が
飛
び
建
物
を
崩
壊
し
、
死
体
が
横
た
わ
る
街
に
変
え
、
人
々
の

生
き
る
価
値
観
を
変
え
て
い
る
。 

  

点
滴
が
繋
ぐ
命
の
生
き
る
音 

 

最
小
限
の
医
療
で
も
な
ん
と
か
病
人
や
負
傷
者
の
命
を
救
お
う
と

懸
命
な
治
療
が
な
さ
れ
、
患
者
も
何
と
か
生
き
延
び
よ
う
と
未
来
の

夢
を
心
に
刻
ん
で
い
る
。 

  

曝(

さ
ら)

け
出
す
本
音
に
心
揺
さ
ぶ
ら
れ 

 

日
常
で
は
本
音
で
相
手
と
話
し
合
う
機
会
は
少
な
い
が
、
本
音
を

含
ん
だ
思
い
を
突
き
付
け
ら
れ
る
と
、
心
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
ど
う
対

応
す
べ
き
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。 

  

思
い
や
る
言
葉
が
溶
か
す
蟠
り 

 

相
手
の
言
葉
に
優
し
さ
や
思
い
や
り
が
感
じ
ら
れ
る
と
、
そ
れ
ま

で
抱
い
て
い
た
蟠
（
わ
だ
か
ま
）
り
が
次
第
に
溶
け
出
し
、
心
が
穏

や
か
に
な
っ
て
い
く
。 

 

の
高
橋
雅
江
氏
の
資
料
に
ふ
れ
て

報
告
し
ま
し
た
。 

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
、
酸
化
可
能
な
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
前
駆
体
と
残
遺
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

（
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
な
ど
）

に
分
類
し
、
前
駆
体
が
土
壌
の
中

で
残
遺
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
変
化
す
る
。 

土
壌
の
除
染
が
行
わ
れ
な
け
れ

ば
長
期
に
汚
染
が
続
き
、
地
下
水

位
の
変
化
に
よ
っ
て
も
広
範
囲
に

汚
染
が
拡
大
す
る
こ
と
を
示
し
ま

し
た
。 

  

日
本
で
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対
策
は 

小
泉
氏
は
、
日
本
に
は
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
汚
染
の
発
生
源
と
さ
れ
る
米
軍

基
地
が
多
数
存
在
し
、
同
様
に
浜

松
な
ど
自
衛
隊
基
地
も
各
地
に
存

在
し
て
い
る
。
工
場
や
産
業
廃
棄

物
か
ら
の
流
出
も
く
り
返
さ
れ
て

い
る
。 

 

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
環
境
汚
染
は
除
染
な

ど
の
社
会
的
処
方
と
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
、
健
康
被
害
予
防
の
医
学
的
処

方
が
必
要
で
あ
る
。
基
地
を
な
く

し
、
企
業
の
社
会
的
責
任
を
追
及

す
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

と
小
泉
氏
は
語
り
ま
し
た
。 

規
制
対
象
に
さ
れ
て
い
る
。 

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
は
、
日
本
で
は

２
０
２
０
年
か
ら
22
年
に
か
け
て

マ
ス
コ
ミ
報
道
で
表
面
化
し
た
。 

欧
州
環
境
機
関
は
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

の
人
へ
の
影
響
を
①
抗
体
反
応
の

低
下
②
脂
質
異
常
症
③
幼
児
・
胎

児
の
成
長
低
下
④
腎
臓
が
ん
リ
ス

ク
の
増
加
と
し
て
い
る
。 

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
２
０
２
３
年

12

月
、
発
が
ん
性
（
グ
ル
ー
プ
ラ
ン

ク
１
か
ら
４
）
で
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
を

発
が
ん
性
物
質
グ
ル
ー
プ
１
に
、

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
を
２
Ｂ
と
し
た
。 

し
か
し
、
日
本
政
府
の
対
応
は

遅
く
、
内
閣
府
の
リ
ス
ク
評
価
は

い
ま
だ
に
非
科
学
的
な
も
の
に
留

ま
っ
て
い
る
。 

一
方
、
米
国
バ
イ
デ
ン
政
権
の

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対
策
は
進
ん
で
い
る
。

ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ン
ド
法
案
を
作
っ

て
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
を
登

録
し
４
ナ
ノ
グ
ラ
ム
／
リ
ッ
ト

ル
、
の
基
準
で
、
こ
れ
ま
で
の
汚

染
源
の
追
求
か
ら
除
染
に
む
け
た

動
き
が
加
速
し
て
い
る
。 

  

汚
染
の
環
境
修
復
が
必
要 

小
泉
氏
は
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
の

環
境
修
復
の
必
要
性
を
強
調
し
、

米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
な
ど
の
研
究

を
も
と
に
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題
を
独
自

に
研
究
し
て
い
る
「
多
摩
の
会
」

 

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
特
殊
な
性
質
が 

小
泉
氏
は
、
冒
頭
、
病
気
の
起

こ
る
原
因
は
遺
伝
か
環
境
か
と
問

い
か
け
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
環
境
を
介

し
て
作
用
す
る
と
し
ま
し
た
。 

メ
チ
ル
水
銀
や
カ
ド
ミ
ウ
ム
の

よ
う
に
そ
も
そ
も
人
体
に
な
い
も

の
が
取
り
込
ま
れ
る
の
で
は
な

く
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
体
に
あ
る
脂
肪

酸
と
同
じ
構
造
で
、
水
素(

Ｈ)

が

フ
ッ
素(

Ｆ)

に
置
き
換
わ
っ
た
も

の
（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
）
。 

人
の
体
は
こ
の
差
異
を
認
識
で

き
ず
少
量
で
は
毒
性
は
無
く
、
過

剰
に
な
る
と
動
脈
硬
化
や
免
疫
疾

患
を
発
症
す
る
。
構
造
式
が
脂
肪

酸
に
似
て
お
り
問
題
で
あ
る
。 

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
１
万
種
以
上
あ

り
、
優
れ
た
耐
熱
性
、
撥
水
性
等

で
用
途
は
半
導
体
、
電
池
、
自
動

車
、
医
療
、
食
品
分
野
と
広
い
。 

そ
の
う
ち
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
（
泡
消

火
剤
な
ど
）
と
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
（
半

導
体
製
造
な
ど
）
は
毒
性
が
高
く

２
０
０
０
年
頃
か
ら
ア
メ
リ
カ
で

 
７
月
21
日
富
塚
協
働
セ
ン
タ
ー
で
「
浜
松
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
ピ
ー
フ
ァ
ス
）

汚
染
を
考
え
る
会
」
の
学
習
会
が
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
15
名
を
含
め

90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
京
都
大
学
名
誉
教
授
の
小
泉
昭
夫
さ
ん
が
「
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
の
現
状
と
私
た
ち
へ
の
影
響
」
と
題
し
講
演
し
ま
し
た
。 

（
十
三
） 

京大名誉教授小泉さん 



（３）２０２４年８月２３日 第３２０号 西部地区労連ニュース 

 

年金者組合浜北支部 伊藤寿勇さん 

提
出
し
た
の
は
森
町
、
掛
川
・

菊
川
・
袋
井
・
磐
田
・
湖
西
・
浜

松
市
の
各
議
会
事
務
局
で
す
。 

掛
川
市
議
会
事
務
局
で
は
、
鈴

木
事
務
局
長
ら
３
名
が
対
応
し
ま

し
た
。
陳
情
書
を
精
査
し
た
結

果
、
文
書
に
不
備
は
な
く
受
理
さ

れ
ま
し
た
。
浜
松
市
議
会
事
務
局

で
は
、
澤
田
調
査
法
制
グ
ル
ー
プ

長
が
対
応
し
、
議
会
運
営
委
員
会

で
の
意
見
陳
述
の
日
程
に
つ
い
て

も
打
合
せ
し
ま
し
た
。 

 

 

化
、
内
部

通

報

制

度

の

改

善
、
意
識
改
革
を
目
的
と
し
た
役

職
者
向
け
研
修
の
実
施
等
に
も
携

わ
っ
た
」
と
し
、
「
田
代
氏
は
業

務
の
全
体
的
な
統
括
を
す
る
立
場

で
、
事
実
認
識
も
確
か
な
人
物
で

あ
り
、
責
任
者
か
ど
う
か
は
関
係

が
な
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

＊
原
告
側
は
「
証
人
と
し
て
は 

 

不
十
分
！
」
と
主
張 

 

原
告
側
は
、
田
代
氏
は
証
人
と

し
て
は
不
十
分
で
あ
る
と
主
張
し

ま
し
た
。 

・
田
代
氏
は
不
祥
事
対
応
の
事
務

局
業
務
を
担
っ
た
だ
け
。 

・
再
発
防
止
策
は
各
部
署
が
防
止

策
の
案
を
検
討
し
た
上
で
社
内
で

協
議
し
取
り
ま
と
め
る
と
い
う
プ

ロ
セ
ス
を
経
た
と
い
う
が
、
田
代

氏
は
そ
こ
に
「
全
面
的
に
関
与
」

し
た
の
み
で
責
任
者
で
は
な
い
。 

・
経
営
陣
に
よ
る
品
質
保
証
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
強
化
、
内
部
通
報

制
度
の
改
善
等
に
つ
い
て
も
、
検

討
に
携
わ
っ
て
い
た
と
い
う
程
度

で
あ
り
、
責
任
者
で
は
な
い
。 

「
責
任
者
で
な
い
以
上
、
田
代
氏

の
認
識
の
程
度
に
は
自
ず
か
ら
限

界
が
あ
り
、
同
人
を
証
人
尋
問
す

る
こ
と
の
意
義
は
乏
し
い
」
と
被

告
側
に
迫
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
次

の
２
点
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。 

全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
の
実
現
の
た
め
、
西
部
地
区
労
連
の
堀
内
議

長
と
須
部
事
務
局
長
は
、
８
月
８
日
、
西
部
管
内
の
市
町
議
会
に
「
最
賃

の
改
善
と
中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る

陳
情
書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

い
て
打
合
せ
を
し
て
い
た
こ
と
が

情
報
開
示
請
求
で
明
ら
か
に
な
っ

た
。
し
か
し
そ
の
文
書
は
黒
塗
り

の
部
分
が
多
い
。
裁
判
所
に
黒
塗

り
解
除
を
要
請
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
し
ま
し
た
。 

 

次
回
裁
判
は
９
月
10
日(

火)

午

後
２
時

35

分
～(

口
頭
弁
論)

、

次
々
回
裁
判
は
11
月
14
日(

木)

午

後
１
時
～(

証
人
尋
問)

で
す
。
証

人
尋
問
に
は
大
勢
の
方
の
傍
聴
を

お
願
い
し
ま
す
。 

・
田
代
氏
が
「
完
成
検
査
に
お
け

る
不
適
切
な
取
り
扱
い
へ
の
対
応

等
に
つ
い
て
の
ご
報
告
」
や
「
完

成
検
査
に
お
け
る
不
適
切
な
取
り

扱
い
と
再
発
防
止
案
に
つ
い
て
」

等
の
作
成
に
あ
た
っ
て
ど
の
よ
う

な
責
任
や
権
限
を
有
す
る
立
場
に

あ
っ
た
の
か
、
説
明
せ
よ
。 

・
報
告
書
に
は
再
発
防
止
策
の
総

責
任
者
は
鈴
木
俊
宏
社
長
、
そ
の

実
行
に
関
す
る
責
任
者
は
検
査
本

部
長
で
あ
る
旨
の
記
載
も
あ
る
。

田
代
氏
と
こ
れ
ら
責
任
者
と
の
指

揮
命
令
関
係
が
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
説
明
せ
よ
。 

＊
証
人
に
は
責
任
者
を
！ 

 

黒
塗
り
文
書
の
解
除
を
要
請 

報
告
集
会
で
小
笠
原
弁
護
士
は
、

田
代
氏
の
陳
述
書
に
は
「
責
任
」

と
い
う
言
葉
は
一
切
出
て
こ
な

い
。
こ
れ
で
は
尋
問
に
対
し
「
責

任
者
で
は
な
い
の
で
わ
か
ら
な

い
」
と
逃
げ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
塩
沢
弁
護

士
は
、
浜
松
市
と
ス
ズ
キ(

株)

の

担
当
者
が
住
民
訴
訟
を
念
頭
に
お

【
意
見
書
の
内
容
】 

①
全
て
の
働
く
人
に
人
間
ら
し
い

生
活
を
保
障
す
る
た
め
に
、
最
低

賃
金
法
を
改
正
し
、
生
計
費
原
則

に
も
と
づ
く
「
全
国
一
律
最
低
賃

金
制
度
」
を
実
現
す
る
こ
と
。 

②
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
円
満

に
実
施
す
る
た
め
、
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
所
へ
の
特
別
補
助
を

行
う
と
と
も
に
、
原
材
料
費
と
人

件
費
が
価
格
に
反
映
さ
れ
る
仕
組

み
を
総
合
的
に
整
備
す
る
こ
と
。 

掛川市議会事務局長に陳情書を手渡す堀内議長 

 

 

７
月
22
日
、
静
岡
地
裁
で
第
18

回
ス
ズ
キ
裁
判
が
開
か
れ
19
名
が

傍
聴
し
ま
し
た
。 

 

＊
被
告
側
は
「
責
任
者
で
あ
る
か 

 

は
関
係
な
い
」
と
強
調 

 

被
告
側
は
「
田
代
氏
は
経
営
企

画
室
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス

部
の
部
長
を
務
め
た
。
完
成
検
査

に
お
け
る
不
適
切
行
為
に
つ
い
て

は
、
企
業
不
祥
事
対
応
の
事
務
局

業
務
と
し
て
、
再
発
防
止
策
の
プ

ロ
セ
ス
や
国
交
省
へ
の
報
告
、
浜

松
市
に
よ
る
現
地
調
査
の
対
応
等

に
関
与
し
た
。
経
営
陣
に
よ
る
品

質
保
証
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
強

小笠原弁護士（右）と塩沢弁護士（左） 
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堀
内
慶
一(

地
区
労
連
議
長) 

作 

  もっとやりたかった 

し
て
命
を
落
と
し
た
。
祖
国
の
歌

「
ア
リ
ラ
ン
」
を
歌
い
「
朝
鮮
万

歳
」
と
叫
ん
で
自
爆
し
た
の
だ
。 

 

１
回
限
り
の
人
生
を
自
ら
を
虐

げ
、
理
不
尽
な
支
配
を
強
い
た
日

本
の
軍
国
植
民
地
主
義
の
特
攻
機

に
乗
っ
て
死
な
な

け

れ

ば

な

ら

な

か
っ
た
異
国
の
若

者
の
無
念
が
見
る

者
の
胸
に
迫
る
。

高
倉
・
田
中
夫
婦

が
現
代
の
韓
国
に

わ
た
り
、
遺
族
に

彼
の
最
後
を
伝
え

朝
鮮
人
と
し
て
の

誇
り
を
も
っ
て
死
ん
だ
と
伝
え
る

シ
ー
ン
が
印
象
に
残
る
。 

 

特
攻
隊
員
た
ち
を
息
子
の
よ
う

に
か
わ
い
が
り
、
戦
後
も
彼
ら
の

慰
霊
に
生
涯
を
費
や
し
た
老
女

(

奈
良
岡
朋
子)

が
言
う
。｢

若
者

条
へ
の
自
衛
隊
明
記
の
論
点
整
理

と
緊
急
事
態
条
項
の
条
文
化
を
８

月
末
ま
で
に
ま
と
め
る
よ
う
に
指

示
を
出
す
な
ど
、
「
戦
争
国
家
づ

く
り
」
に
異
常
な
執
着
を
見
せ
て

い
る
。
戦
争
の
時
代
を
生
き
抜
い

た
人
々
が

高
齢
に
な

る
中
、
非

戦
と
反
戦

を
語
り
継

ぐ
こ
と
が

今
ほ
ど
求

め
ら
れ
て

い
る
時
は

な
い
。 

 

海
軍
特
別
攻
撃
隊(

特
攻)

の
生

き
残
り
を
演
じ
る
の
は
高
倉
健
。

田
中
裕
子
演
ず
る
彼
の
老
妻
に
は

特
攻
隊
員
と
し
て
死
ん
で
い
っ
た

恋
人
が
い
た
。
彼
は
朝
鮮
人
だ

が
、
大
日
本
帝
国
の
特
攻
隊
員
と

 

降
旗
康
男
監
督 

 
  

「
ホ
タ
ル
」
を
観
る 

か
ら
夢
と
楽
し
み
ば
か
り
か
命
さ

え
も
奪
い
取
っ
た
戦
争
に
つ
い

て
、
後
に
続
く
若
い
人
た
ち
に
語

り
継
い
で
ほ
し
い
」
と
。 

 

中
学
校
の
歴
史
教
科
書
の
検
定

で
令
和
書
籍
の
「
国
史
」
が
合
格

し
た
。
日
本
の
侵
略
や
従
軍
慰
安

婦
の
事
実
を
隠
蔽
す
る
内
容
の
教

科
書
が
検
定
に
合
格
す
る
こ
と
に

驚
き
と
怒
り
を
感
じ
る
。
他
社
の

教
科
書
も
同
様
で
、
政
府
見
解
と

異
な
る
こ
と
は
書
け
ず
、
真
実
を

伝
え
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
難
し
く

な
っ
て
い
る
。
国
語
の
教
科
書
も

小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
、
戦
争
文

学
は
ど
ん
ど
ん
減
ら
さ
れ
て
い

る
。 

 
「
ホ
タ
ル
」
は
、
２
０
０
１
年

の
作
品
。
知
ら
な
い
人
も
多
い
だ

ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
す
べ
て
の
人

に
何
度
も
見
て
ほ
し
い
映
画
だ
。 

 
 
 
 

 
 
 

 

（
笹
ヶ
瀬
） 

 

２
０
２
４
年
８
月
、
３
１
０
万

人
も
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
戦
争

が
終
わ
っ
て
79
年
。
そ
し
て(

今

こ
の
時
に
も)

ガ
ザ
で
は
、
１
万

４
千
人
を
超
え
る
子
ど
も
た
ち
が

殺
さ
れ
て
い
る
。
絶
対
に
許
さ
れ

な
い
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
だ
。 

 

14
日
「
裏
金
」
で
総
裁
選
不
出

馬
を
表
明
し
た
岸
田
首
相
は
、
22

年
に
「
安
保
３
文
書
」
を
閣
議
決

定
し
、
５
年
間
で
43
兆
円
と
い
う

異
次
元
の
大
軍
拡
を
推
進
。
今
年

４
月
に
は
日
米
首
脳
会
談
で
米
軍

と
自
衛
隊
の
指
揮
統
制
の
枠
組
み

強
化
を
確
約
し
た
。
さ
ら
に
、
９

得
意
の
釣
り
で
ド
ー
マ
ン
ガ
ニ
と 

 
 
 
 
 
 
 

伊
勢
海
老
を
ゲ
ッ
ト
！ 

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
静
岡
西
部
地
域
支
部
・石
野
さ
な
江
さ
ん 

私
は
静
岡
西
部
地
域

支
部
の
組
合
員
で
す
。 

磐
田
市
に
あ
る
介
護

施
設
で
働
い
て
い
ま

す
。 今

年
５
月
に
会
社
か

ら
解
雇
を
言
い
渡
さ
れ

ま
し
た
。
解
雇
の
理
由
が
納
得
で

き
な
か
っ
た
の
で
、
静
岡
西
部
地

域
支
部
に
相
談
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
労
働
組
合
に
入
っ
て
団

体
交
渉
な
ど
で
、
解
雇
を
撤
回
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

私
の
趣
味
は
釣
り
で
す
。
小
学

生
の
頃
か
ら
男
の
子
と
ば
か
り
遊

ん
で
い
ま
し
た
。
魚
釣
り
は
そ
の

頃
か
ら
好
き
で
し
た
。
写
真
は
浜

名
湖
で
釣
っ
た
ド
ウ
マ
ン
ガ
ニ
と

伊
勢
海
老
で
す
。
ド
ウ
マ
ン
ガ
ニ

は
特
大
で
、
持
っ
て
い
た
タ
モ
で

は
上
が
ら
な
か
っ
た
の
で
傘
で
掬

い
上
げ
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
妹
と

美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

 

 

原
水
爆
禁
止
浜
松
市
協
議
会

は
、
「
原
水
爆
禁
止
２
０
２
４

年
世
界
大
会
ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
」

の
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
会
を
労
働

会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

立派なドウマンガニです 

 労働会館３F視聴会場にて 


